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長期培養細胞株 Molt- 4 , Nalm - 1 を大量に採取し窒素圧で細胞を破砕しホモゲナイズして Deo­
xychola te -Tris 緩衝液で抗原を抽出した。その後 Lens culinalis のレクチンによるカラムで糖蛋白を
分離し，更に抗ヒト T ・ B細胞， β2 ミクログロプリン抗体を結合させたカラムより溶出分画として精
製白血病抗原を得た。これをマウスに免役し牌細胞と NS-I をポリエチレングリコールで細胞融合さ
せHAT培地にて選択した。アッセイ法は標的細胞と融合細胞の培養上清を反応させ，さらに邸 I ラベ





分離精製した白血病細胞膜抗原を用い，免疫したマウス牌細胞より，それぞれ SN2 ， SN3 , SN 
5 と名付けたモノクローン抗体を得，培養細胞株に対する反応特異性を検討した。 SN2 はT白血病細
胞株にだけ反応性を示し， B, Pre-B , Non-T /non-B細胞株には反応性を示さなかった。 SN3
は Non-T/non-B, Pre-B, B培養細胞株に反応性を示した。 SN5 はCALLA抗体としての既
知の J 5 というモノクローン抗体と同じ特異性を示した。
②ヒト正常細胞に対する反応性
作成したモノクローン抗体が正常組織のどの分画に反応性を示すかを調べたところ， SN2 は血小板
以外のいずれにも反応しなかった。 SN3 はT リンパ球・単球・赤血球・血小板には反応しなかったが
B リンパ球・頼粒球・骨髄細胞・牌細胞に反応した。 SN5 の正常臓器組織の抽出抗原に対する反応性
は腎臓とだけ反応し他の臓器に対しては反応しなかった。
③ヒト腫蕩細胞に対する反応性
SN2 はT急性リンパ性白血病に対してだけ反応性を示した。 SN3 は Non -T / non -B , B急性




SN2抗体は分子量役37 ∞0の1お I ラベルした Molt- 4 の精製膜抗原と結合した。 SN5 は分子量100 ， 000
の Nalm- 6 の糖蛋白と単一のバンドを形成した。
⑤SN3 抗原の生化学的症状
SN3 抗原を発現している Nalm- 6 を酵素処理したのち残存する抗原決定基を検討したところ siali­





SN2 と名付けたモノクローン抗体はT白血病細胞株にだけ反応性を示し Molt- 4 由来の膜抗原の
分子量37 ， 000の糖蛋白と免疫沈降体を形成した。
2) Non一 T白血病細胞に対するモノクローン抗体
SN3 と名付けたモノクローン抗体は Non-T/non-B, Pre-B, B 白血病細胞株に反応したがT
白血球細胞株には反応しなかった。この抗体が認識する部位は細胞膜表面のシアル酸残基で、あった。
3) CALLAに対するモノクローン抗体











SN3 は Non-T/non-B, Pre-B, B急性白血病細胞と反応した， T 白血病細胞とは反応せず，
膜表面のシアル酸残基を認識し SN5 はCSLLA抗原と反応し 100kD の糖蛋白と免疫沈降した。
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